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久保・長江中学校区に係る小中一貫教育校開校準備委員会（第６回）議事録 

 

１ 日 時  令和６年３月１９日（火） １９：００～２０：１５ 

２ 場 所  尾道市役所 ４階 大会議室２ 

３ 出席者  宮本教育長 

出席委員  久保小学校長、長江小学校長、土堂小学校長、山波小学校長 

       久保中学校長、長江中学校長 

       久保小学校育友会長、長江小学校育友会長代理、土堂小学校育友会長 

       山波小学校育友会長代理、久保中学校ＰＴＡ会長、長江中学校育友会長 

川鰭教育総務部長、小柳学校教育部長、末國庶務課長 

三浦学校経営企画課長、石本教育指導課長 

 事務局１０人 

４ 進 行 

担 当 内 容 

 

 

宮本教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（19：00 開会） 

教育長挨拶 

皆様こんばんは。 

本日は、お仕事等で年度末の大変お忙しい中、第６回開校準備委員会

にご出席いただき、誠にありがとうございます。皆様には、開校準備委

員会や、各検討部会におきまして、多大なるご協力をいただいておりま

すことに、重ねて感謝申し上げます。 

さて、本日、尾道市議会で学校設置条例改正案が原案通り可決され、

令和７年４月に開校する小学校と中学校の名称は、それぞれ、「尾道市立

尾道みなと小学校」「尾道市立尾道みなと中学校」と正式に決定いたしま

した。また、この度の議会では、令和６年度予算も可決され、制服と体

操服等を小中とも２年生以上に１着ずつ支給するための費用、校歌や校

章の作成を委託するための費用、開校前の学校間交流を行うための費用、

閉校式に係る費用や閉校記念事業に係る補助金など、多くの予算を承認

していただきました。また、山波地域より久保中学校へ路線バスを利用

して通学する生徒の定期券を令和６年４月から支給するための費用も承

認していただきました。こうした予算を確保できたことは、開校準備に

向けて大きな前進であると捉えております。 

本日の開校準備委員会は、今年度最後の開催となります。これまで、

学校再編に向けての協議から今日まで、多大なるご尽力をいただきまし

たことに、心から感謝申し上げます。次回の開校準備委員会は、新しい

体制でご出席いただくと思いますが、どうぞ引き続きよろしくお願い申

し上げます。 
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今日は、校名、校章・校歌、学校規定品について、通学支援の在り方に

ついて等、様々な重要な事項について報告が行われます。子供たちにと

りまして、より良いものになるように今後も努力してまいりますので、

引き続きご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。簡単ではありま

すが開会のご挨拶とさせていただきます。本日はよろしくお願いいたし

ます。 

 

１．進捗状況の報告 

３月１日（金）に「開校準備委員会だより NO.6」を発行し、地域の皆

様、議員等にも提供、並びにいつものようにホームページに掲載した。 

それから尾道市議会における開校に向けた議論について今回の市議会

の中で予算を通していただき、校名も議決したが、議論の中で制服等が

税金で購入するのが勿体ない。大切に使わせることが教育でないかとか、

制服にお金使うんだったらもっと他のことに使ったら良いとか、そうい

った議論も、出た。私達は一貫して主張したのは、これまでも統合した

因島南中学校とか因島南小学校、美木原小学校で支給をしてきたという

こと。これは保護者からの要望を受けて教育委員会で検討して議会にこ

れまでもお願いをしてきたということと、吸収統合、これは結構あるが、

久山田小、戸崎小、瀬戸田の南小、東生口小、生口中等、それらでも支給

してきている実績があり、こういった実績と今回も保護者の要望を受け

て教育委員会で検討し予算をお願いしているということで議員の皆様に

もご理解していっていただく努力をした。最終的には予算は獲得するこ

とができているので、今後、制服、体操服等の詳細が決まると思うが、

２年生以上に支給で議論させていただければと思う。 

それから校名について、残念ながら今日の議会で全会一致にならなか

った。そういった方の意見は、どういう経過を経て校名案を提案したの

か、校名案の決定に地域が関わってないとか、新しい学校が建つ位置か

らして校名案にもっとふさわしい名前があったのではないかとか、そう

いった主張をされていたが、最初に９案を教育委員会が提案して、保護

者地域、児童生徒からも校名案の募集をし、２０案が出た後、１月１９

日（金）の開校準備委員会で１案に絞っていった。また開校準備委員会

を組織するときに委員のメンバーについては、事前にその前の意見交換

会、統合が決まって９月２０日（水）の意見交換会などでも提案をさせ

ていただきながら、前例も含めて決めていったということで、議員にも、

組織について事前に説明をし、そういった中でご理解いただきたいとい

うことでやった。最終的に校名案を１案に絞っていったのも、各所属で

育友会、ＰＴＡ、学校がそれぞれ投票やコドモンでのアンケート形式で
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意見を伺い、一人一人の思いが、最終的に１案に絞られていったという

ことを説明した。今日決まり本当によかったと思う。 

次に閉校記念事業について、どの所属でも、一定の組織ができ上がっ

ている状況である。３月に入り、土堂小学校、久保中学校で第１回の実

行委員会が開かれたと聞いている。この３月中にもう１度行う学校もあ

り、４月や５月に次の実行委員会を開くスケジュールを決めている所属

もあると聞いている。また進行状況に応じて教育委員会の方も中に入っ

て一緒に考えていきたいと思っている。日程等が決まったら情報をいた

だければありがたい。 

 

（質問等なし） 

 

２．部会の進捗状況と今後の予定について報告 

〇総務等検討部会 

検討事項として、事務局より３点説明があった。 

１点目は、開校に向けた引っ越し作業等スケジュールについてである。 

２月２０日（火）の開校準備委員会で承認いただいた学校行事スケジュ

ール案を部会で説明し、主に修了式や卒業証書授与式が例年より早まる

こと、また、それに伴って授業確保のため、夏休みの開始が遅くなるこ

とを共有してきた。続いて移転に伴う引越しスケジュール案を提示し、

令和７年３月に全ての移転作業を終えることは困難と考えるため、主に

中学校関連不要物品の搬出を令和６年夏に行った後、３月に本格的な移

転を考えることを共有している。また、引越しを行うために、関係する

校長、教職員の意見を聞きながら令和７年４月からの校舎レイアウト案

を検討していることを説明している。 

２点目は、施設整備についての進捗状況についてである。新校舎の設

計業務については、現在複数案を検討材料としているが、現状でこの部

会で提示できるものを準備できなかったと事務局から説明があった。こ

こまでの施設整備の関連において質疑応答がなかった。 

３点目は、校章・校歌についてである。校名については、令和６年１

月１９日（金）開催の第４回開校準備委員会で統合中学校が「尾道市立

尾道みなと中学校」、統合小学校が「尾道市立尾道みなと小学校」に選定

されたこと。また現在議会で審議中であり、本日が議決予定になってい

ることの報告があった。（本日議決済み） 

校章については、これまでの統合校における校章の作成経過について

報告があり、これまでの例にならい、校章は専門家にデザイン制作を依

頼すること。専門家の選定については、尾道市立大学へ推薦を依頼した
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質問者Ａ 

 

事務局（石川

庶務課施設管

理係長） 

 

質問者Ａ 

 

 

事務局（石川

庶務課施設管

理係長） 

 

質問者Ａ 

 

 

 

 

事務局（石川

庶務課施設管

理係長） 

 

質問者Ａ 

 

川鰭教育総務

部長 

 

質問者Ａ 

 

旨の提案があった。校歌についても同じく専門家に作詞、作曲を依頼す

ること。専門家の選定は可能な限り尾道に縁やゆかりのある方とすると

の提案があった。また、児童生徒、保護者、地域の方々に校歌に込めた

い言葉を募集したいとの提案があり、いずれも了承された。 

次回の部会は施設整備関連の新校舎設計において、部会で提示できる

資料を整え、４月中旬に実施予定であることを確認して協議を終了した。 

 

（質疑応答） 

新校舎の設計に関して、参考になる図面は、いつ見られるのか。 

 

現在、業務が進行中で提示できる段階ではないが、協議を進めている。

４月中を目途に、まず次回の総務等検討部会等から提示し共有していき

たいと考えている。 

 

今、長江中学校のグラウンドで測量しているが、あれは何の測量か。

設計に伴う測量か。 

 

設計を行うに当たり、正確な土地の形の測量をやっている。過去の図

面はあったが、測量による確認が必要である。 

 

 

もう１点、当初予算、当時の予算、今とでは物価が変わってきている

が建てられるのかを少し心配している。結果、議会が通らなかったから

建てられませんって話はすごく信頼を失うと思う。そういうことはない

か。 

 

当然、内容的にも努力する。しっかり説明し、予算確保もしていく。 

 

 

 

予算はでも膨らみますよね。 

 

必ず建てる。 

 

 

必ず建てる。でも、議会で通らなかったら、建てられないが。 
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部長 

 

 

 

 

質問者Ａ 
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生徒指導等検

討部会長（長

江小学校長） 

 

 

 

複数案を今検討している。その中で、現実として物価が高く、高騰す

る中でこれだけかかるとか、こういう努力をして、費用を抑えていると

いう説明していく。現実に建たないと今までの協議の意味もない。子供

たちの安全安心をきちっと確保し、望ましい教育環境を実現する。我々

の強い態度を示して必ずするという強い意志を持ってやっている。現実

建たなかったら、仮設での生活が延びる。ということはもう決してあっ

てはいけない。我々一生懸命頑張るので安心してください。というふう

に申し添えておく。 

 

今複数の案を検討しているそうだが、例えば今の校舎について、まだ

利用してやる案もあるということか。それはないか。 

 

建てるにあたっての議論で、教室が過剰になるのでないかとか、今後

の子供たちの推移をどう判断しているのかとの議論がある。それに対し

て部屋をどれだけ用意していくのか、どう転用していくのか、そういっ

たところも含めてやる。教育委員会としては旧校舎の改修は否定をして

いる。それを急遽方向転換する考えはない。 

 

ありがとうございます。その言葉が聞けて、よかった。 

 

本当に気になる部分だったと思う。私から１点。閉校式にかかわって、

市子連の駅伝大会は今年が３月３日（日）。来年度が３月２日（日）の開

催日だそうで、担当課に日にちの変更可能か確認し協議をした。最終的

には陸上競技場の使用可能日が３月２日（日）しかないということで、

駅伝大会の日にちを変えていただくことはできなかった。今年の場合で

言うと閉会式が１２時半からで、終了が１３時ぐらいだったと聞いてい

る。そのあとにやるのは時間的に難しいかと思う、３月２日（日）を当

方側も努力したが、結果的には変えることができなかったことを報告さ

せていただく。 

 

○生徒指導等検討部会 

第４回部会を３月１８日（月）久保中学校で開催した。４点協議をし

た。 

１点目、学校規定品（制服等）について、第２回部会での協議内容を

受けてブレザー型かスーツ型とすることが決まっていたので、事業者か

ら見本をもとに説明をしてもらった。学校の案はスーツ型の方が他の儀

式等にも使えるのでスーツ姿を提案した。これは決定ではない。制服を
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製造する事業者は２月１５日（木）にプレゼンテーションを行い、福山

菅公学生服株式会社に決定した。３月１８日（月）、福山菅公学生服株式

会社の営業２名による新制服の提案があった。私も見たが大変素晴らし

く誇らしいのができているなと思った。 

余談だが、撥水性も高く、何回掃っても手がからない。あとは私もそ

うだったが中学生時、暑いときに制服脱いで、たたまずにそのまま鞄へ

押し込んでクシャクシャにして持ち帰り、母親に怒られたことがあった

が、新制服は、そういう状態で広げてもしわにならない。あとは無理や

りサビを取るようなブラシでこの生地をゴシゴシやっても、毛羽立たな

い、破れないのは相当良いもの。私自身も欲しくなりました。 

その他の学校規定品である体操服、上履き、体育館シューズ、通学鞄、

サブ鞄、名札、通学服、防寒着、自転車のヘルメットについて学校が提

案を行った。この提案を受けて、各所属に持ち帰って協議をし、次回の

検討部会でどういう意見が出たかを吸い上げていくように依頼してい

る。決定ではなく学校側の話をさせていただいて協議をしてくるという

ことを宿題で持って帰った。ただし、制服のスーツ型かブレザー型につ

いては、各小学校も含め４小２中でまとめていただいて、３月末までに

久保中学校へ報告することとし、宿題を出している。続けて小学校の学

校規定品、学校が提案を行った上着はスモック型とする。業者は「ひよ

こ童」というところに決定。近辺で製造しているのが「ひよこ童」だけ

なので、その業者にお願いした。下は半ズボン、スカート、少し長いハ

ーフパンツの選択制となる。キュロットも考えたが製造しているところ

が見つからなかった。その後も努力はするが、今のところはスカート、

半ズボン、少し長いハーフパンツも選択制とする。冬季の長ズボンにつ

いては色のみ指定とし規定品としない。その他、ポロシャツ、制帽、体

操服、上履きシューズ、通学鞄、通学物、名札について提案をした。中学

校同様、提案を受け、各所属にも協議をしていただき、次回の部会で上

げていただくよう依頼をしている。昨日もいろいろな意見を委員から伺

った、また次回の部会で協議をしていきたい。 

 先ほど教育長の話で、第４回開校準備委員会で決定したように、制服、

体操服については、２年生以上に支給をすることにしているが、予算が

可決して良かった。 

２点目、通学路の交通合同点検の結果について。合同点検を学校、Ｐ

ＴＡ、育友会、補導員、社協、県、市、警察、市教委でそれぞれの校区ご

とに行った。そのあと、点検結果についてそれぞれの校区ごとに協議を

行った。 
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（２点目、通学の合同点検について事務局より説明） 

まず久保小学校区は２月２９日（木）に行った。主な意見を説明する。

まず、浄土寺下から防地口までの通学路について、２号線沿いの歩道を

通学路とするのが良いのではないかということと、北久保バス停付近の

プレス工業の方から下りてＴ字路になるところ。交差点だが、バス停が

あって歩道が確保されてない、そういった安全確保の観点から遠回りに

なり、少し迂回し、現在の久保小学校に行くルートを通学路として設定

してはどうかという意見。あと赤羽根バス停付近の交差点について、こ

こもＴ字路になっているが、横断歩道を設置してもらいたいと意見、要

望が出ている。 

長江小学校区は、２月２７日（火）に点検を行った。尾道北高校下の

Ｔ字路の交差点、現在、緑色に着色をしているが、非常に効果があると

思う。長江線を南北に行く道で、特に北側から南側に行く道路の部分を

現在、茶色に着色しているが、そこも緑色に着色してもらいたいことや、

長江通りについて、学校から何百メートルの範囲で道路の全面着色をし

てはどうか、長江通りの裏道を通学路に設定してはどうか、ＧＰＳ機能

が付いた防犯ブザーを児童に配布してはどうかとの意見が出た。最後に

土堂小学校区の合同点検は３月１日（金）に行った。こちらについては、

商店街と２号線の歩道の両方を通学路にすることは可能かということで

今商店街が通学路となっている、ここの２号線沿いの歩道も通学路設定

することは可能かというご意見、あと行きは２号線を、帰りは商店街を、

通学路とすることは可能かというご意見、それからバス通学になった場

合、山手地区の児童は踏切を渡るようになるが、危険が伴うのではない

か、あと細い道でも子供が１列にならず並んでいる、登校班を導入して

はどうか、バスについては提案がないと通学路を決めることができない

のではないかというようなご意見が出た。 

今後これらの意見を含め、通学路の設定については、学校および部会

で検討していく。 

 

（３点目、通学支援のあり方について） 

大きく２点ある。まず１点目は山波地域、先ほど教育長の挨拶の中に

もあったが、山波地域から久保中学校と統合後の尾道みなと中学校へ通

学する生徒の通学支援について令和６年４月から希望する者の自宅の最

寄りバス停から防地口バス停までの路線バス定期券を支給できるよう、

現在、尾道市議会に予算案の審議を行っていただき、本日可決した。希

望する生徒の保護者を対象に中学２、３年生については始業式までに、

新入生については入学式の日に定期券を配付する。具体については教育
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生徒指導等検

討部会長（長

江小学校長） 

委員会事務局から案内する。 

尾道みなと小学校に通学する児童への路線バスを活用した通学支援に

ついて、尾道市通学対策基準（以下、対策基準）では、通学支援の対象

は、通学距離が小学校で概ね３キロ以上。尾道みなと小学校は校区全域

が小学校から３キロ未満ということになるため、対策基準に基づけば、

徒歩通学が原則。ただし、学校再編について保護者説明会や地域説明会

で、夏の暑さを踏まえ、通学距離について検討してもらいたいとの要望

や、長江通りの安全確保に係る要望が多数出た。こうした要望を踏まえ、

路線バス事業者とも協議を行い、次のような大まかな方向性を示した。

まず１点目、現久保小学校区と現土堂小学校区に居住で長江通りを通り

尾道みなと小学校へ通う児童のうち希望する児童対象に学校までの路線

バス定期券を支給する。久保小学校区に居住する児童は長江口バス停か

ら北高入口バス停までの定期券を支給する。現土堂小学校区に居住する

児童は尾道駅前、長江口バス停、またはもう 1 ヶ所程度のバス停から、

北高入口バス停までの定期券を支給する。活用するバスは通常の路線バ

ス（以下、通常便）と続行便。続行便は通常便の後、もう１台連なって走

るようなイメージになる。続行便は、通常便とは異なる乗り場から出発

させるなど、一般の利用客と区別する工夫を行うことで小学生の乗車を

確保する。あくまで路線バスなので、高校生も一般も乗れることになる、

尾道駅前からは、長江通りを通るバスは５番乗り場だが、９番乗り場を

想定している。違うところから発車させるバスの車体に、小学生のバス

だとわかるマークを付ける工夫を行うことで差別化を図り小学生がきち

んと乗れるようにしたいということを今協議している。路線バスの続行

便は約３０分の間を空けて登下校時２本、小学生は登下校時とも、続行

便以外の尾道駅前から北高入口バス停区間を走行する一般の路線バスに

も乗車可能な定期券を支給するので、どのバスにも乗れることになる。

特に２本を小学生が乗れるバスを確保したいと今路線バスの事業者と話

し合いをして、おおむねその方向で今整理がついている。ただし学校選

択制度を利用して尾道みなと小学校に通学する児童は、上記のバスにも

乗車はできるが、定期券は購入していただくことになる。これについて

は様々な意見があると思うし、昨日も意見が出た。１度、持ち帰り次回

の部会でご意見を伺い、その意見をもとに、また改めて検討し、詳細に

ついては提案をしたいと思う。 

 

４点目は、中学校の自転車通学の在り方について。前回の部会でこの

案を持ち帰り協議をして昨日の部会では、大筋でご了承をいただいた。 

しかし、三浦課長も言ったが、自転車通学、バス、その他の通学支援の
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質問者Ｂ 

 

小柳委員長 

 

 

 

 

 

 

 

質問者Ｂ 

 

小柳委員長 

 

 

 

 

 

 

生徒指導等検

討部会長（長

江小学校長） 

 

質問者Ｃ 

 

 

事務局（三浦

学校経営企画

課長） 

 

教育課程等検

在り方等をまた全体で検討していく、次回以降も部会で再度協議をして

いきたいと思っている。次回の予定について、教育委員会、学校、ＰＴ

Ａも年度替わりの異動等の交代の時期の為、４月に入ってから日程調整

を行い、第５回部会の日にちを決めたい。 

 

（質疑応答） 

制服の金額はいくらぐらいになりそうか。 

 

金額について、今回のプレゼンテーションで、４万円以内での提示。

上下、インナーカッター、ネクタイなど含め４万円、最終的には地元の

業者が値段を決める。今後、学校と正式に決まれば、学校と地元の業者

販売店との協議となるが、プレゼンテーション時、条件として４万円以

内で提示するということだったの、４万円程度。程度としか言えないが、

ブレザー型はスーツ型と比べてチェック柄が入る分、高いというふうに

聞いている。 

 

今の制服はだいたいいくらぐらいか。 

 

今のは、長江中学校、久保中学校も女子はセーラー服。だいたい４万

円ぐらいなのであんまり変わらない。ブレザー型は高いイメージがある

が、デザイン性やワッペンをつけると、値段が高くなる。今回はワッペ

ンをつけなくてコスト重視。昨日、部会で久保中学校長もされている、

また情報共有も内部でしていただければと思う、分からなければまた直

接聞いていただきたい。 

 

今日は詳しくは言わなかったが、昨日の協議の中でも、ネクタイやリ

ボンがいるとか、中はシャツじゃなくてポロシャツはどうかという意見

も出たので、また次回の協議でしたい。 

 

バス定期券の支給を始業式までに配るとおっしゃったが、部活や生徒

会等で４月４日（木）から始まるがそこまでは実費か。 

 

今日予算可決されて、どういう支給の方法があるかを詰めている、早

急に決定したい。 

 

○教育課程等検討部会 

第３回部会を２月２６日（月）に山波小学校にて実施した。まず部会



10 

討部会長（山

波小学校長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小柳委員長 

 

 

 

 

小柳委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で確認事項、部会の意見として決定した内容を報告する。 

児童生徒に育てたい資質・能力については、つながる知識、表現力、

主体性、協働性の４つとした。 

次に進捗状況について報告する。令和６年度に行う児童生徒の交流内

容と時期について、今、事業交流と行事交流の最終の調整、検討してい

るところ。５年生が３校で野外活動に行く話があったが、その中でどん

な活動をするのかということも吟味していくがたくさん交流することに

よって不安に思う児童もいると思うので、児童の状況を見踏まえながら、

できる交流を考えていきたいなと考えている。また、令和６年度に各校

教職員の交流と児童生徒の実態把握等をして、校内研修での連携を図る

ため、研修のスケジュールの調整も行っている。 

次に、研究主題について、第３回部会で２案が出された。その２案を

現在、４小２中で協議をしている。 

最後に、次回の部会について、生徒指導等検討部会と同じように、新

年度になった後、新しい体制で開催決めていきたいと考えている。 

 

（質問なし） 

 

３．報告事項について 

報告事項ということで、先ほども話題になったが、校名が正式に今日

決定した。今後は、この校名を使用しながら、準備を進めていきたい。

皆様と共通認識を持っていきたいと思う。 

 

４．校章・校歌について 

校章・校歌について、先ほど総務等検討部会長から報告の通り、前回

の開校準備委員会で私の方から方向性もお話をさせていただいた。 

尾道みなと小学校、尾道みなと中学校の校歌に込めたい言葉を募集す

るということで久保、長江、土堂、山波小学校の児童生徒、保護者、教職

員、地域の皆様から校歌に込めたい言葉を募集したいと思う。地域が大

切にしてきた言葉や故郷を表す言葉をお寄せくださいということで、皆

様から募集をしたい。地域の方に対しては、今日の委員会終了後、開校

準備委員会だより No.７の発行と合わせて地域の皆様に募集用紙を配布

していきたいと思っている。３月中を目標に配布したい。児童生徒、保

護者、教職員には、４月に入ってからアンケートを取りたいと思ってい

る。今後作詞をする関係で、ゴールデンウィーク明けには作詞家に手渡

ししたい。そのため、４月２６日（金）を締め切りとさせていただく。提

出先は、最寄りの小中学校、公民館、教育委員会とする。たくさんの言
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三浦副委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小柳委員長 

 

 

 

 

小柳委員長 

 

 

 

 

小柳委員長 

 

 

 

 

事務局（宮崎

学校経営企画

課係長） 

 

小柳委員長 

 

葉をいただくことになるが、採用されるかどうかは作詞家と協議しなが

ら進めさせていただく。皆様には是非参画していただいて、良い校歌を

つくっていきたい。 

 

５．各部会への検討依頼の内容について 

総務等検討部会については、施設の整備、開校に向けた引越し作業等

のスケジュール等について協議をお願いしたい。 

生徒指導等検討部会については、通学路の合同点検を踏まえて危険箇

所対策、通学支援のあり方、学校規定品、自転車通学も絡むと思うが、

生徒指導規程全般の検討を始める時期に来たかなと思うのでお願いした

い。 

教育課程等検討部会については、事前の交流、学校教育目標等を話し

合っていただいたが、実際のどういう事業を行っていくか、どういう教

育課程を組んでいくかと、そういった教育内容の面についての検討を始

めていただきたい。 

 

年度が替わり、４月から新しい体制での協議になっていくが、あと１

年ということで、本格的な詳細を詰めた議論が始まっていくのではない

かというふうに思っている。各部会の方でまた検討をお願いしたい。 

 

６．情報交換 

今日は小学校グループ育友会、中学校グループ育友会の方に聞いたと

ころ、特に時間はとらなくてもいいとのことなので、今日は情報交換を

なしにしたい。 

 

７．第７回開校準備委員会での協議事項等 

第７回開校準備委員会での協議事項だが、今空白になっている。実質

的に何がここで協議できるかを年度替わりの時期でもあり、継続した内

容と、あとは未定の形になるが案内等でお知らせしていきたい。 

 

（次回の開催の提案）  

次回開催日は、令和６年４月１９日（金）１９時から市役所４階委員

会室で行う。 

 

 

４月１９日（金）は、ちょうど役員さんの入れ替わりの時期だと思う

が、新旧の会長さんの参加等、各所属で工夫をされてきていただければ
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質問者Ｄ 

 

 

 

 

 

事務局（三浦

学校経営企画

課長） 

 

 

 

質問者Ｅ 

 

 

 

事務局（三浦

学校経営企画

課長） 

 

小柳委員長 

 

 

 

 

質問者Ｆ 

 

 

 

 

事務局（三浦

学校経営企画

課長） 

と思う。委員のメンバーや事務局も変わるため、お互い初顔合わせとい

うことでやっていきたい。日程についてはよろしいか。その他聞きたい

こと、意見や要望等はないか。 

 

通学路で、中学校の自転車通学について、半径２キロメートルの規程

が今あるようだが、例えば土堂小学校に通われている家庭は山の中腹と

いうか細い道を通って上り下りするので半径２キロメートル以内に入っ

てしまう、実際に歩くと３キロメートル近くの家庭がある。道のりでは

なく半径に何の意味があるのかを聞きたい。 

 

この半径２キロメートルは、今、長江中学校が適用している規程を準

用する案として出したが、昨日の生徒指導等検討部会終了後に今おっし

ゃったような意見を言われた。これから様々な意見が出ると思う、バス

の提案も、生徒指導規程を作っていく中で、また意見をいただければと

思う。 

 

バス増便というのは長江通りの方であったが、今免、山波小学校から

通う現在のバスも７時台の増便や時間変更は、話し合われてないのか。

それともまだ協議中で検討されているのか。 

 

おのみちバスとそこの協議ができてない。しかし、生徒が増える見込

みがあるので、折を見て、そうした話もしていかないといけないなと思

う。 

 

今バス事業者がバス路線の廃止や便数の削減をしている実態があり、

なかなか協議していくのが難しいような状況である。山波町からのバス

の利用状況も確認しながら、今後どういった対応ができるか。通学時間

帯に増便をすることが状況に応じてできないか、探っていきたいと思う。 

 

たびたび通学の話が出ているが、中学生で土堂小学校方面から、今は

歩いているが、今度は自転車になる子たちもいると思うが、防犯カメラ

が必要だとかそういった面での中学校の通学路の安全点検も一緒にこの

間にされたのか。小学校区は安全点検されたようだが。 

 

中学校の通学路は小学校の通学路と重なる。小学校の通学路をしっか

り見ていけば、中学校と繋がるというつもりで見ている。 
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質問者Ｆ 

 

事務局（山本

主任） 

 

質問者Ｆ 

 

生徒指導等検

討部会長（長

江小学校長） 

 

質問者Ｇ 

 

 

 

 

 

生徒指導等検

討部会長（長

江小学校長） 

 

事務局（三浦

学校経営企画

課長） 

 

 

 

 

小柳委員長 

 

 

 

 

 

 

小柳委員長 

 

防犯カメラの話は出たのか。ここが危なそうだとか。 

 

聞いていない。 

 

 

分かりました。ありがとうございます。 

 

長江中学校区は、育友会長と中学校も通学路点検に参加した。 

 

 

 

通学路に関して現在の久保中学校区で新高山から通学している生徒の

帰り時間が夏場だと１９時ごろになるので帰りの時間も見てほしい。 

街灯は町内会に言ってくれとのことだが、町内会費だけでは賄えない、

女の子だと危ないから保護者の迎えや部活を早く切り上げる等の声があ

る。もう少し街灯がどうにかならないか検討してほしい。 

 

校長会議の時もそういった話はでた。危ないということ。 

 

 

 

今回は年度内に１回みんなでしっかり見ていこうということでやった

が、１回で終わるつもりはなく、前にもお話したように「長江通りにか

かる連携の会」を発足させようということで尾道北高校の先生にもお願

いし、今回は入試日程が絡んでたで来られなかったが、そういった高校

とも一緒に話がしたいし、今おっしゃったように新高山に上る道である

とかまだ十分回れてないとこもあるので、またやりましょう。 

 

私も歩くようになると思う。 

本当に子供たちの安全安心の通学は、私達や保護者の皆様、学校も共

通の認識だと思う、今回、第１回合同点検させていただいたが、第２回、

第３回と機会を見つけてやっていかないといけないと思っているので、

また皆様方のご協力をいただければと思う。 

 

（今年度最後による委員長の挨拶） 

本当に１年間といいますか、学校統合の案を出して、意見交換会を保
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護者の方と、地域説明会、保護者説明会をさせていただきました。再編

が決まった後も今日で第６回ということで本当に開校準備委員会、それ

から部会を開催させていただきまして、皆様方のご協力、ご理解を様々

いただきまして、ここまで来ることができました。そして、今年度は今

日が最後になりますので、卒業される保護者の皆様もいらっしゃると思

いますし、また新しく来年度、委員の方に入られて一緒に学校作り携わ

っていただく方もおありかと思います。 本当にありがとうございまし

た。またこちら側の教育委員会事務局や、委員の皆様におかれましても、

今日が最後といわれる方もあるかと思いますし、また来年度引き続いて

といわれる方もあるかもしれません。本当にあと１年ということになり

ますので、皆さんで力を合わせて令和７年４月の開校、令和９年の新校

舎への移転を含めまして、全力で子供たちのためにお互い力を合わせて

やっていけたらと思いますので、今後ともどうぞよろしくお願いいたし

ます。今年度どうもありがとうございました。 

以上で閉会します。ありがとうございました。 

 

（終了 20:15） 

 


